
○ 目的

①可視化された深刻度により、発生した事象について関係主体間で共通の理解を助ける（客観性、国際的整合性に留意）

➁深刻度レベルを政府の対応を判断する基準とする

③事象に関する情報共有の体制や方法の基準とする

○ 概要

重要インフラサービス障害の深刻度や当該障害に関する情報の重要度に応じて影響範囲や対処行動等が異なってくること

も踏まえ、関係主体間で認識の共有を図り、迅速な対応要否等の判断に資するため、下表のとおり、重要インフラサービス障

害に係る深刻度の判断基準の例を設け、具体化に向けた検討を進める。（第4次行動計画案別添抜粋）

重要インフラサービス障害に係る深刻度判断基準の例について

深刻度 定 義

レベル５
（危機）

複数の重要インフラサービスに著しい影響を与えるおそれが
切迫している事象

レベル４
（重大）

重要インフラサービスに著しい影響を与えるおそれが高い事象

レベル３
（高）

重要インフラサービスに一定の影響を与えるおそれが高い事象

レベル２
（中）

重要インフラサービスに影響を与えるおそれがある事象

レベル１
（低）

重要インフラサービスに影響を与えるおそれが小さい事象

表１ 重要インフラサービス障害に係る深刻度判断基準（例）

（第４次行動計画案別添抜粋）
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表２ 検討のためのたたき台
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2016年7月、米国において、大統領政策令（PPD 41）発出に合わせ、
サイバーインシデント深刻度判断基準が公表された。

サイバーインシデントの深刻度を測る米国連邦政府共通の枠組み
として構築。

レベル３以上を重大サイバーインシデントとし、大統領政策令で定
める対応の対象としている。

米国のサイバーインシデント深刻度判断基準
（Cyber Incident severity schema）

2

放射線源に関する事象の安全重要度を一貫した表現で公衆に速やかに
伝達するために使用される評価尺度
7つのレベルに分類。レベル4～7 は「事故」、レベル1～3 は「異常な事象」
と呼ぶ。安全上重要でない事象は、評価尺度未満／レベル0 に分類。
3つの異なった分野に関する影響の観点から検討。
①人と環境への影響
②施設における放射線バリアと管理への影響
③深層防護への影響
事象の評価は、3 つの各々の検討結果から、最も高いレベルのものとなる

国際原子力・放射線事象評価尺度
（INES:The International Nuclear and Radiological Event Scale）
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